
平成２３年１１月

全国公立学校教頭会長 井部 良一

平成２４年度

第５４回全国公立学校教頭会研究大会

期 日 平成２４年７月２５日（水 ・２６日（木 ・２７日（金）） ）

会 場 ホテルニューオータニ・都市センターホテル

砂防会館・ＪＡ共済ビル・ベルサール半蔵門

国立オリンピック記念青少年総合センター

全国公立学校教頭会は半世紀を超える歴史を刻む中で、職能研修団体として活動してまいりま

した。本会の活動は設立された昭和３４年以降、昭和４９年の「教頭法成立」を経て、今までの

長い道のりの中で、諸先輩方が重ねてきた地道な努力の上に成り立っております。

「副校長・教頭の社会的地位向上」と「研究活動の推進」を柱とした本会の活動は、平成１９

年度文部科学省の「学校現場の負担軽減プロジェクトチーム」への委員派遣、平成２１年度の文

部科学省「今後の学級編制・教職員定数の改善」並びに「教員の資質向上に関する意見把握」に

おける、文部科学省で意見陳述など、教育行政に関しての様々な依頼に応えてまいりました。こ

のことは、全国公立学校教頭会の組織と取組への大きな評価であり、全国３万１千余名の副校長

・教頭の職務への誇りとなっています。

全国研究大会は本会の活動を支える最も大切な場であります。単位教頭会・副校長会からの政

策提言・実践的研究活動の報告をもとに、参会者同士が協議し、学び合うことによって、会員相

互の連携や連帯、職務への意欲向上が図られていきます。その成果が再び単位教頭会・副校長会

にもたらされ、研究の推進が図られています。充実した研究成果の高い全国研究大会が期待され

ています。

第５４回全国公立学校教頭会研究大会は、主催者である全国公立学校教頭会が直轄で運営を行

う研究大会です。５４回という長い歴史の中で脈々と流れる研究理念や成果、そして多くの会員

の方々の思いを引き継ぎ、継続性・系統性を大切にした大会にしたいと思います。

また、今の時代や教育思潮、喫緊の課題などを積極的に取り入れ、発展的・創造的な取組につ

ながる大会をめざします。東日本大震災以来、災害への対応、防災教育、放射能への対応等、大

切な｢子ども達の命｣を守るために必要な、新たな職責や専門性が私たち副校長・教頭に求められ

ています。未知なる課題に対しても、会員全員で話し合い、意見を出し合いながら解決方法を見

出していく、そんな場にしたいと考えています。

、 、大会実行委員会は全国研究大会の意義を改めて認識し 参会者が充実した研究成果を持ち帰り

単位教頭会・副校長会の発展や自校の学校運営に役立つ研究大会になるよう準備に取り組んでい

ます。また、今大会は、関東甲信越ブロック、中国ブロック等、多くの教頭会・副校長会のご支

援、ご協力に支えられています。

東京スカイツリー開業やロンドンオリンピックの開催等、記録に残る大会や行事が予定される

平成２４年度。首都東京での開催となる第５４回全国公立学校教頭会研究大会への積極的な参加

とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。
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開 催 要 項

１ 主 催

全国公立学校教頭会

２ 後 援（予定）

文部科学省 全国都道府県教育長協議会 全国連合小学校長会

全日本中学校長会 全国へき地教育研究連盟 社団法人日本ＰＴＡ全国

協議会 社団法人日本教育会 東京都教育委員会 埼玉県教育委員会

千葉県教育委員会 神奈川県教育委員会 （順不同）

３ 大会主題（第九期全国統一研究主題）

「豊かな人間性と創造性をはぐくむ学校をめざして」

４ 開 催 期 間

平成２４年７月２５日（水 ・２６日（木 ・２７日（金）） ）

５ 開 催 地

東京都 （愛宕）

６ 日 程

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00時刻

第１日目

月 日(水) シンポジウム7 25

ﾎﾃﾙﾆｭｰｵｰﾀﾆ

第２日目

月 日(木) 分科会 昼食 分科会7 26

各会場

第３日目

月 日(金) 記念講演7 27
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７ 会 場

全 体 会 場 ホテルニューオータニ

分 科 会 場 都市センターホテル
砂防会館 ＪＡ共済ビル ベルサール半蔵門
国立オリンピック記念青少年総合センター

８ 分 科 会

№ 課 題 名 提 言 者

Ａ 東北 福島) 中国（島根)（
１ 教育課程に関する課題

Ｂ 関東 神奈川) 中国（岡山)（

２ 子どもの発達に関する課題 東海北陸 愛知) 中国（山口)（

３ 教育環境整備に関する課題 近畿 大阪) 中国（岡山)（

４ 組織・運営に関する課題 四国 徳島) 中国（鳥取)（

Ａ 九州 長崎) 中国（島根)（
５ 教職員の専門性に関する課題

Ｂ 関東 山梨) 中国（岡山)（

６ 副校長・教頭の職務に関する課題 北海道 札幌) 中国（山口)（

（ 未 定 ）７ 特別分科会Ⅰ

９ シンポジウム テーマ、コーディネーター、シンポジスト
（未 定）

、 （ ）１０ 記念講演 テーマ 講 師 未 定

１１ 参加予定数 ２，１００人

（ ）１２ 総参加費用 ６ ５００円 参加費 円 弁当代 円, ５ ０００ １ ５００, ,

１３ 参加申込 申込期限 全公教事務局平成２４年５月３１日（木）
申込方法 各都道府県教頭会・副校長会事務局を

通して、一括申し込みとなります。
※委託業者「トップツアー」



研究大会開催地

回 東京都 回 北海道1 28
回 鳥取県 回 京都府2 29
回 東京都 回 島根県3 30
回 静岡県 回 長崎県4 31
回 和歌山県 回 青森県5 32
回 熊本県 回 富山県6 33
回 東京都 回 高知県7 34
回 宮城県 回 新潟県8 35
回 岐阜県 回 北海道9 36
回 香川県 回 奈良県10 37
回 新潟県 回 山口県11 38
回 北海道 回 福岡県12 39
回 滋賀県 回 福島県13 40
回 広島県 回 愛知県14 41
回 沖縄県 回 香川県15 42
回 岩手県 回 群馬県16 43
回 石川県 回 北海道17 44
回 愛媛県 回 大阪府18 45
回 山梨県 回 鳥取県19 46
回 北海道 回 宮崎県20 47
回 兵庫県 回 山形県21 48
回 岡山県 回 福井県22 49
回 鹿児島県 回 愛媛県23 50
回 宮城県 回 千葉県24 51
回 三重県 回 北海道25 52
回 徳島県 回 和歌山県26 53
回 東京都27

第５４回全国公立学校教頭会研究大会実行委員会

実 行 委 員 長 井 部 良 一

事 務 局 長 荒 木 文 郞

全国公立学校教頭会事務局

所在地 東京都港区愛宕１－６－７ 愛宕山弁護士ビル４０１

〒１０５－０００２

電 話 ０３－３４３６－４８６８～９

ＦＡＸ ０３－５４２５－２７８８

zenkokyo@kyotokai.jpＥメール
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